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木浦地区公民館だより 
令和 6年 1月 10日 

№256(5年－19) 

発行 木浦地区公民館 

新年おめでとうございます 

木浦地区公民館長 磯谷正芳 

 

 ２０２４年は、思いもよらない出来事での幕あけとなりました。突然の緊急地震速報、

大地震、そして津波警報、避難指示。多くの人にとって初体験のことではなかったでし

ょうか。そればかりか木浦地域でも屋根瓦の崩落、灯篭の倒壊など多くの被害。この地

震で被害にあわれた皆さんの１刻も早い落ち着いたくらし、１日でも早い復興を願うば

かりです。 

 

 ところで２０２３年４月からの公民館活動について、先号では運動会と芸能祭を取り

あげました。今回は特に気になったことについて触れてみます。 

 

＜参加者の減少＞ 

 事業は継続していけば定着する反面、新鮮さや興味が薄らいでいくことがあります。

今年度気になったのは次の二つです。 

・切り絵教室 

 これは平成２５年にスタートして以来、途中から正月飾りのはかま紙も取り入れなが 

ら年２回実施しています。これまで多い時で１０数名の参加がありましたが、昨年、 

今年は数名の参加に留まりました。 

・みんなで健康づくり 

 この事業は週１の健康体操に代わるものとして始めた事業です。内容はラジオ体操と 

ウォーク。参加しやすいようにと５地区に出向き、前・後期合わせて１０数回実施。 

スタート当初は普段歩くことのない地区巡り。新たな発見も多く盛り上がりました 

が、２年目の今年は参加者が伸び悩みました。 

 

 このように事業によっては見直しを求められるものが幾つかあります。この事業に限

らず、今年度ここまで実施した事業について１つ１つ振り返り、より多くの人に参加し

てもらうためにどうしたらいいか。また、それに代わる事業はないか考えていきたいと

思います。そして新年度の事業につなげていきたいと思います。 

いろいろお聞かせください。そして今年もよろしくお願いします。 



公民館だより(２) 

１２月２５日 前半：学習 後半：木浦カルタ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月２５日（月）と２８日（木）に、寺子屋 in winter を行いました。予定では

１月５日にも開催予定でしたが、１日に起きた地震の影響を考慮し、３日の書初め大

会と合わせ中止としました。寺子屋の参加者は２日間合わせ１７名。前半は学習、後

半はお楽しみ活動を行いました。学習は真剣に取り組み、終了時にその日やる量の学

習目標を達成したという子もいました。後半の活動もみんな仲良く楽しみました。 

移動図書館 

寺子屋期間中に移動図書館も同時開催しました。自主

勉、休憩時間、お迎えを待つ間などに利用できればと、

能生図書館の本３０冊を用意しました。休憩時間はみん

なで集まって本を読んでいる姿がありました。 

１２月２８日 前半：学習 後半：トリコロキューブ体験 


